
 
 

特長５ 取引事例のデータ一覧表示・編集に多くの機能があります

横方向（項目）スクロール 

縦方向（事例） 
スクロール 

一覧表示項目の選択（横） 

事例の並び替え（縦） 

「個別」を選びますと 
本一覧画面上のセル単位でデ
ータ修正できます。「標準」の
場合には事例単位の詳細編集
画面になります 

事例番号をドラッグ
して「削除」しますと
ドラッグした部分が
すべて削除されます 

全データ保存します 

市区町村、評価員、土地の種別から表示する事例を「絞込み」できます。 
「絞込み」を外すと（ﾚマークを外す）取り込んでいる全データが表示されます。 

メインメニューに戻ります 
取引事例一覧画面 

鑑定評価に使用されてい
るときは削除不可です。 

市町村・評価員を一括修正 

同一事例のチェック 

事例の位置図・地形図の貼付

  

◇ 取引事例のデータ一覧表示機能

市町村合併や他の評価員の
データ取込に対応します。 



  
 

取引事例の詳細編集画面 

事例カードと同

様式の入力画面

で編集できます 

土 地 の 総 額か

ら、建物価格を

控除して土地単

価を試算します 

◇ 取引事例のデータ編集機能  種々のタイプの印
刷をします。  
1.、文字タイプ 
2. 囲みタイプ 

他の事例データを複写して編集

することができます 
3. 一般タイプ 
4. B4 横 2 枚分 

データチェックに利用 取引事例の編集時に標準化補正を

します（鑑定評価の前作業）。 

取引事例の編集時に時点修正を
します（鑑定評価の前作業）。 

「画地条件」や「地域
要因」を入力します。 

採用している鑑定地が
確認できます。 

事例カード記載の項目以外に地
域格差の要因として追加したい
ときに登録します。先に採用す
る要因で設定してください。 

試算 A、試算 B により土地総額、建物総額を
逆算し、バランスの良い内訳を設定します。  
◆ 試算 A（建物再調達価格）→ 土地総額 
◆ 試算 B（土地価格水準） → 建物総額 

  



 ◇ 分科会内の重複事例のチェックができます  

分科会全体で類似の事例、同一の事例を事前にチェックできます。 
5

4

④「分類」の欄をクリックすると、チ
ェック済のマーク（何でも可）をセ
ットできます。 

⑤「再表示」をクリックすると表示か
ら消えます。 

取引時点が同一 

取引時点が同一 所在地番が同一 

地積が同一 

並替表示項目の選択 

1

2 

重複事例のみ表示する場合にはチェック印(レ) 

3

①「取引事例の一覧」画面の「重複チェ

ック」をクリックしてください。 
 
② 「重複チェック一覧」画面が表示され

ます。赤い表示行が同一の可能性の高

い事例です。 
重複チェックの基準（6 項目のOR）  
「所在地番」「地積」「取引時点」 
「取引総額」「土地総額」「土地単価」 
どれかが同じであれば同一事例とします。 

  「所在地番 順」を選択してください。 
  所在地番で並び替えて、各事例の前

後で 6 項目のいずれかで同一のもの

を赤色で表示します。 
 
③ 「並び替え変更」のオプション選択に

より、並び替え表示の順番を変更でき

ます。本例は「所在地番」順に表示。 

  



  

 

◇ 位置図・地形図をスキャナーから取込できます 

以下のような図面取込画面が表示されます。「位置図の指定」、「地形図の指定」をクリックするだけで、予め、スキャナーで取り込んだ画像ファイ

ルが表示されますので該当するファイルを選んで「開く」ボタンを押すと図面が取り込まれます。 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキャナー取込 
 

◆ スキャナーで読み込んだデータは、 

 :\ProgramFiles\eAppraise\kip2007\作業地域名\picture フ

ォルダーに保存してください。ファイル名は事例番号＋(地形

図 or 位置図)にしておくと識別し易いです。 

 込める画像ファイルはJpg、Bmp、Png です。 

② 印刷範囲は、１６ｃｍ ｘ ９ｃｍになります。 

縦横比を維持したまま印刷しますので、正方形の場合 

９ｃｍ ×９ｃｍとなります。スキャナで画像を読込んでファ

イルをつくる場合には、200～300ｄｐｉあれば十分です 

  



◇ インターネットの地図（電子国土）を一途として貼り付けることができます。 

  



 ◇ 種々の様式の事例カードが印刷できます 

1. 文字タイプ：文字を印字（従来の印刷方式） 

1 枚目、2枚目を B4 ヨコ 1枚で印刷できます。 

2. 囲みタイプ：複数項目から、選択して○で囲む 

3. 汎用タイプ：国交省指定様式と別様式で文字を印字

4. 交換、資料タイプ：個人情報を削除した様式 

1 枚目、2枚目を B4 ヨコ 1枚で印刷できます。 

5. 補正・内訳：補正・内訳の明細をカード化して印刷

汎用タイプ 囲みタイプ 文字タイプ 

B4 タイプ 資料タイプ 

  



   
 
◇ カード様式によるデータ入力もできます

（基準地データ、取引事例、賃貸事

例の入力に利用できます） 
取引事例、賃貸事例および鑑定評価書は従来の入力様式に加えて、それぞれ、印刷イメージの様式で 
入力できるようにしていますので、印刷様式に慣れた評価員の方には入力しやすい編集画面です。 
 
 

鑑定評価書 1 枚目様式の入力画面

スクロールにより、下半分も連続

的に入力することができます。 

入力する箇所は、少し凹んでいます。 
入力データは通常の入力画面のデータと
リアルタイムにリンクしていますので、
どちらからでも入力できます。 

1

2 
取引事例カード様式の入力画面 詳細編集画面の中に「カード印刷編

集」のボタンがありますのでこれを
クリックすると以下のような印刷様
式の入力画面が表示されます。 

賃貸事例カード様式の入力画3 
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